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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　３月　８日　（木）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 嗜好品を購入する際やおやつを準備する際は賞味期限を確認するようにして下さい。

· 昨日のカンファレンス内で行った伝達講習について、アンケートを記載したら小嶋まで提出しましょう。

· 中間サマリー作成時、二軸評価も同時に行いましょう。記載後はG.O.MのＢＯＸへ入れて下さい。

· 本日より隔離入室体験実施しています。終了後はアンケートを記載して下さい。アンケートはＷＩＺの南病棟内にあります。

· ３月１９日（月）より下半期の面接を予定しています。詳細は後日お知らせします。

· 昇級試験について２Ｆホワイトボード及びＷＩＺ掲示板、対象者には個人にメールが来ています。日時・内容確認後、実施するスタッフは１１日（日）までに総務へメールをするようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

昨日分の報告

・三浦　トシ様～夜間不穏状態となる事から、精神神経用剤・催眠鎮静剤が昨日より７日分臨時処方となっています。睡眠状態及び覚醒時の状態観察をしていきましょう。

・長根　斑男様～一昨日処方となった臨時薬と同様の催眠鎮静剤・精神神経用剤が臨時継続処方で昨日より７日分処方となっています。睡眠状態及び覚醒時の状態なども含め観察していきましょう。

・谷内　愛子様～主治医診察時、夜間眠れない事、思い出す事があって死にたくなると訴えあり。昨日より催眠鎮静剤が７日分臨時処方となっています。睡眠状態、訴えの内容など些細な変化を見逃さないよう観察してきましょう。

・北山　和子様～９日（金）実施予定の精神神経用剤（注射薬）指示受けしています。９日朝に薬局から上がってくるため、忘れずに確認し実施しましょう。

・久保田　トミエ様～両足の浮腫が軽度続いている為、利尿剤が７日分臨時継続処方となっ

ています。水分管理・体重測定は継続し、排尿状況の確認も行ってい

きましょう。

本日の連絡事項

・笹山　　吉郎様～３月の血液検査の結果だけをみると、栄養状態・貧血共に改善傾向に思われますが、白血球数・血小板数増加もみられる事から脱水によるものと考えられます。むせ込みも続いている事から、発熱など起こすと、脳梗塞の危険性も高くなります。以上をふまえケアに当たるようにしていきましょう。ケアプランの検討もお願いします。今後について家族面談を予定しています。（３月１３日（火）１１：３０～　第２診察室）

・上田　　正男様～３月の血液検査にて貧血傾向みられています。皮膚科での内服薬による副作用の可能性もあるため、主治医・皮膚科医へ情報提供していきましょう。

・田茂　　鉄美様～３月の血液検査にて貧血傾向・コレステロール値の低下見られており、消化管の吸収不良の可能性がある為、御家族へ電話連絡し、本日、主治医面談実施しています。以前、八戸市民病院（内分泌）を受診されており、今回も八戸市民病院（消化器内科）受診予定となっています。（３月１５日（木）時間未定）時間が未定ですので、予約時間が決定したら、再度ご家族へ連絡しスタッフ付き添いの有無も確認して下さい。

・佐々木　利男様～一昨日より排便見られず、主治医へ報告しグリセリン浣腸の指示あり、反応便で硬便５個　又、排便コントロール目的の為、本日就床前より下剤が６日分臨時処方となっています。引き続き、安静臥床の為水分補給・腹部マッサージを適宜実施して下さい。

＜患者様対応検討＞

· 久保田　トミエ様

問題点：排泄・汚染衣類管理が出来なくなってきている。

　　　　→排泄に関しては、現在リハビリパンツ使用中。「汚れた物を脱ぐ事」は出来ま

すが、「捨てる・スタッフへ話してくる」ことが出来ず、部屋にそのまま置いていたり、洗面所に水を溜め、使用済みのリハビリパンツを洗う事がある。

どうするか？→排泄パターンの把握、介入方法の工夫

　　　　　　　足背の浮腫もあることから、時間ごとの排泄誘導・介助をする。

　　　　　　　拒否が強く、怒りっぽくなることもあるため、統一した対応方法をカルテに記載し、カンファレンスなどを用いて最善の対応方法を検討していきましょう。







